






























































実験結果では, FTIR, ⅩRD, SEMからOCP/Alg複合体の形成を確認した｡ SBF浸漬後, OCPに特有の
ピークがヒドロキシアパタイト(HA)のピークに経時的に変化し,複合体中のOCPが生体内でHAへ転換
することが示唆された｡遠心速度の増加に伴い気孔率が減少し,細胞接着性の減少を認めた｡これらを基に気
孔率を最適化した複合体の埋入試験から,新生骨の増大が認められた｡
すなわち本研究成果は, OCP/Alg複合体の骨再生材料としての有効性とともに,複合体作製時の遠心速度
により気孔率をコントロールすることで骨形成能の最適化が図られることを示したものである.
よって本論文は,骨欠損部の再生材料としてのOCP/Alg複合体の可能性を示唆するものであり,博士(歯
学)の学位に相応しい論文と判断するものである｡
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